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－主な事業内容－ 
 

－実績－ 
 
－代表者からのひとこと－ 
 

        
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29 年10 月1 日 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構 
テ ク ノ ポ リ ス だ よ り  Vol.91 

インキュベーションセンター入居企業紹介 
平成29年10月1日より入居 

〇医療システム導入及び院内工事インフラ構築事業 
〇医療：医師支援システム開発 
〇地域街づくり推進事業 
〇産学官連携で未来構想の実現化実験システム構築 
○画像処理による人・モノ分析研究 
○人に優しい会話型を核にしたロボット開発 
 

〇経済産業省 中小企業ものづくり認定    平成24年／平成25年／平成26年／平成27年 
 
 
 
 
 

病院ＩＴ支援の実績とノウハウを踏まえて院内患者や高齢者施設などで活躍するロボット開発に努め人とロボッ

トの共生する社会創り実現に頑張ります。 

ロボットの試作デモンストレーション等の実績を元に、人とロ
ボットの共生する社会の実現をめざし、親しみやすい操作やセン
サ連携システム開発を研究開発しています。 

当機構では、ものづくりのための起業支援施設「イン

キュベーションセンター」を日本大学工学部キャンパス

内に設置しています。 
 この「インキュベーションセンター」は、郡山地域を

中心とした大学等の知的資源や産業支援ネットワークを

活用し、技術シーズの事業化を支援していく施設です。 
 新たに事業を開始しようとする方や新たな製品の研究

開発に取り組む企業などを対象に、低廉な料金で入居で

きる「起業支援室」の提供や、各種工作機器を備えた「試

作センター」の優先利用、さらにはインキュベーション

マネージャー等による技術面・経営面でのアドバイスな

ど、研究開発から事業化まで一貫した起業支援を行って

おります。 
 

記 
■入居対象者：主として製造業等を営む中小企業 
■入居期間：入居期間1年（更新審査を経て最長5年まで可） 
■問い合わせ先： 
郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 

〒963-1165  郡山市田村町徳定字中河原1-1 
（日本大学工学部キャンパス内） 

TEL：024-926-0344  FAX：024-943-4441 
E-mail：monodukuri@nm.net6.or.jp  

現在、下記の通り、新規入居者を募集しています  

IT やオープンデータを活用して地域の課題

解決に役立つアプリケーションの出来栄えを

競うイベント「ハッカソン」が下記要領で開催

されます。「UDC（アーバン・データ・チャレ

ンジ）2017」へのエントリーをめざした、地域

拠点の予選会ともいえるものです。 
 

■日時：平成29年11月11日（土）～12日（日）1泊2日 
    （宿泊は希望者のみ。宿泊なしでの2日間参加も可能） 
     ※開会：11月11日（土）9：00～ 
■場所：郡山市青少年会館（郡山市大槻町字漆棒82） 
■募集人員：80名程度（チームまたは個人） 
■参加費用：一般 2,000円／学生 1,000円 
■参加対象：エンジニア、デザイナー、学生、社会人、 

街おこし団体など 
■主催：郡山地域ニューメディア・コミュニティ事業推進協議会 
    （公財）郡山地域テクノポリス推進機構 

■運営・協力：ふくしま IoTビジネス共創ラボ／エフスタ／ 
郡山高度情報化システム研究会 

■申込方法：所定の申込用紙にて、ファックスまたはメールで

お申し込みください。 
 

記 

https://www.kjn-c.co.jp/
mailto:monodukuri@nm.net6.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元    （公財）郡山地域テクノポリス推進機構/郡山地域ニューメディア･コミュニティ事業推進協議会 
TEL 024-947-4400  FAX 024-947-4475  E-mail techno@nm.net6.or.jp 
郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 
TEL 024-926-0344  FAX 024-943-4441  E-mail monodukuri@nm.net6.or.jp                               

 

郡山市委託事業 

当機構が主催する産学連携製造技術人材育成事業「マイスターズ・カレッジ 2017」の開講式が

平成29年9月20日（水）、郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター会議室

を会場に行われました。 

今年は「イノベーションマスターコース」「ファンダメンタルテクノロジーコース」の 2 コース

に総勢15名のお申し込みがありました。 

開講式では、主催者である当機構の齋藤隆常務理事が挨拶し、共催している日本大学工学部の出

村克宣工学部長、福島県立テクノアカデミー郡山の岡部隆校長が祝辞を述べました。 

式終了後には、日本大学工学部機械工学科 柿崎隆夫教授の基調講演が行われ、「ものづくりの今

とこれから」をテーマに基礎技術の大切さや最新のロボット等の情報をご提供いただきました。 

なお、「マイスターズ・カレッジ2017」は平成29年11月21日（火）まで各コースに分かれ開

催します。 

 

 
 

未来の郡山市を担う新たな技術・サービスを展開するととも

に、産学官金の連携を活かし、商・工・農・観光・福祉など本

市産業を結集、「見て」「触れて」「体験」できる産業見本市が

下記のとおり開催されます。当機構は、出展2小間を設けイン

キュベーションセンターの入居企業 6 社の展示も企画してい

ますので、是非ご来場お願い申し上げます。 

■日時：平成29年10月6日(金)～8日(日) 

6日企業内覧会13：00～16：00   

7・8日一般公開10：00～16：00 
■会場：ビッグパレットふくしま 

■出展者：約180社 

■主催：こおりやま産業博実行委員会 

（郡山市・郡山商工会議所・郡山地区商工会広域協議会・JA福島さくら） 

 協力：公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 

郡山地域ニューメディア・コミュニティ事業推進協議会 

■お問い合わせ：公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 

TEL：024-947-4400 FAX：024-947-4475 
E-mail：techno@nm.net6.or.jp 

 

記 

第13回医療機器設計・製造展示会＆最新技術セミナーとして

メディカルクリエーションふくしま2017が下記のとおり開催さ

れます。今年は、“芽ばえ”から“実り”へ ～ふくしまから繋が

る医療機器ネットワーク～の内容で国内外約 200 社以上の企

業・団体が出展の予定です。当機構は、出展1小間を設け当機構

の事業などを紹介しますので、是非ご来場お願い申し上げます。 

 
■日時：平成29年10月25日(水)～26日(木)  

10：00～16：00 
■会場：ビッグパレットふくしま 

■入場料：無料 

■主催：メディカルクリエーションふくしま実行委員会 

■共催：一般社団法人日本医療機器学会 

公益財団法人医療機器センター 

■お問い合わせ：公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 

TEL：024-947-4400 FAX：024-947-4475 
E-mail：techno@nm.net6.or.jp 

 

記 

9 月7 日（木）、日本大学工学部において、幅広い産業における要素技術が蓄積されている

ロボット産業分野への企業の新規産業を啓発するため『産学連携セミナー』を実施しました。 

講師には「東京大学名誉教授 佐藤 知正」先生と「日本大学工学部 機械工学科 教授 

武藤 伸洋」先生をお迎えし、佐藤先生には「ロボット実用化の歴史・特長、それを踏まえ

た地域からのロボット産業化」と題し国の動向や相模原市、シリコンバレーの取組から、郡

山地域のロボット産業参入への可能性をご講演いただき、武藤先生からは、「日本大学工学部

ロボット研究とマイスターズ・カレッジ2017について」と題し、大学で取り組んでいる研究

の一部と今年度のマイスターズ・カレッジについてご講演いただきました。 

参加者アンケートから、「ロボットは社会構造の変革という視点は、大変参考になりまし

た。」、「ロボットの市場を拡大するには、ロボットを専門としている人間でなく、金融機関と

いった工学と関係が薄いコミュニティとの連携が大事だと分かった。」などの感想をいただく

など、満足度も高いセミナーとなりました。 

 

主催者挨拶 

日本大学工学部柿崎教授による基調講演 

東京大学名誉教授 佐藤知正先生による講演 

約100名の方が聴講しました 

へ出展 
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